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島根県林業課・森林整備課

新たな農林水産業・農山漁村活性化計画
第3期戦略プランの概要

  県共通プロジェクトの取組内容  

プロジェクト名 ねらい 主な取り組み 成果指標［H26→H31］

需要に応える
原木増産

主伐による
原木増産と
木質バイオ
マスの安定
供給体制の
強化

○�県産木材供給体制の強化による更なる原
木増産
○�県内全域からの長期・安定的な木質バイ
オマス集荷・供給システム構築
○�原木増産・再造林に必要な技術力の高い
林業就業者の増員

○�原木生産量［41万㎥→64万㎥］
○島根県産原木の自給率
　［33%→44%］
○林業就業者数［856人→1,000人］
○新規林業就業者数［81人/年→350人

（H27〜H31累計）］

木材製品の
品質向上・
出荷拡大

高品質・高
付加価値製
品の製造と
県外出荷

○�技術力を活かした、質の高い製品木材の
製造
○�木材製品の県外・海外への出荷拡大
○�県内需要に向けた県産木材製品の安定供
給　等

○�高品質・高付加価値製品の出荷量
　［20,000万㎥→28,000万㎥］

低コスト
再造林推進

「優良苗木の
安定供給」と
低コスト造
林の推進

○�事業体連携強化による伐採と植栽の一貫
作業の実施など再造林の低コスト化推進
○�優良苗木を増産するための生産者確保や
施設を整備
○�原木増産・再造林に必要な技術力の高い
林業就業者の増員　等

○苗木生産量［81万本→170万本］
○島根県産苗木の自給率
　［63%→96%］
○再造林における低コスト化の割合
　［15%→50%］

  きのこ関係地域プロジェクト 

地域 プロジェクト名 ねらい 成果指標［H26→H31］

松江 しいたけ生産向上プロジェクト

○�生産者確保や
原木供給対策
などの生産体
制の充実

○�栽培技術向上
による高付加
価値化

○�県内外への販
路拡大

しいたけ生産量［81t→90t］

出雲 神々の国出雲しいたけ生産振興プロジェクト 生しいたけ生産量［361t→450t］　等

雲南 奥出雲キノコの里づくりプロジェクト キノコ生産量［1,186t→1,300t］　等

県央
おおち農林産物なりわい・うるおいづくりプロジ
ェクト

産直施設販売［270万円→289万円］
（きのこ販売額内数）

浜田
中山間地域の資源を活かした地域力の持続的発展
プロジェクト

産直市売上額［324万円→400万円］
（きのこ売上額内数）

益田
中山間地域における「こだわりの農産物」
推進プロジェクト

菌床生しいたけ生産量［75t→85t］

隠岐 隠岐しいたけ振興プロジェクト しいたけ生産量［41t→45t］　等

島根県では平成28年度から「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画　第 3期戦略プラン」を策定し、
「まち・ひと・しごと創生島根県総合戦略」や「総合発展計画」の目標達成のための取組みを始めます。
森林・林業戦略プランでは、循環型林業を推進するため、森林所有者の伐採意欲を喚起し、原木増
産に必要な基盤整備や再植林に必要な苗木の増産、木質バイオマスの安定的供給体制の構築、高品質・
高付加価値の木材製品製造と県外・海外への販路拡大を推進します。
また、中山間地域での重要な栽培作物であるきのこの生産振興を図るため、生産施設の更新・規模拡
大、新品種の導入などによる生産を拡大します。
さらに、森林が有する多面的機能を維持・発揮させるための森林整備・保全対策、企業・県民等によ
る森づくり活動を進めます。このため次の 7項目を重点的施策としました。
今回は、特に重点をおいて取り組む 3つの県共通プロジェクトときのこ関係の地域プロジェクトを紹
介します。林業・木材産業の成長産業化に向けて、関係者が一丸となった取組を展開します。

①需要に応える原木増産
②木材製品の品質向上・出荷拡大
③低コスト再造林の推進
④林業担い手の育成・確保

⑤きのこ産業の強化
⑥公益的機能が高く災害に強い森林づくり
⑦県民・企業参加の森づくり推進

７つの
重点的
施　策

表紙写真（左上）北垣正宏さんの苗圃（大田市三瓶町）　（右上）島根県緑化センター（松江市宍道町）　（左下・右下）コンテナ苗NO.40 /2016.42
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平成28年度島根県林業施策の概要
島根県林業課・森林整備課

島根県では持続的な森林経営の実現と森林の多面的機能の発揮を促すため、木を「伐って、使っ
て、植えて、育てる」循環型林業の確立を目指しています。今年度の主な施策を紹介します。

H28予算（H27補正含む）

伐
っ
て

●原木の増産対策
①循環型林業に向けた原木生産促進事業
・主伐促進のため森林所有者の主伐に要する経費の一部を助成

103百万円

②森林の循環整備推進事業（原木搬出作業道開設）
・主伐に必要な作業道の開設経費を助成

20百万円

③新農林水産振興がんばる地域応援総合事業
・林業機械の導入、素材生産技術者育成、間伐材の搬出の支援

40百万円

●木質バイオマス集荷対策
①木質バイオマス県内全域集荷体制支援事業
・木質バイオマスの集荷、乾燥に必要な山土場・作業道の整備を支援

54百万円

使
っ
て

●木材産業の体制強化
①新農林水産振興がんばる地域応援総合事業
・製材技術者育成確保、既存施設の改良、販路開拓を支援

②木材生産流通対策事業
・�県産材販路拡大のため、県内製材工場25社による「木材製品県外出荷しまね事
業体連合」を主体とした県外での展示・商談会の出展

27百万円

●木材の需要拡大
①木の家ですくすく子育て応援事業（新規）
・�子育て世帯が県産木材を使用した住宅等の新築、増改築等を行う場合に工事費
の一部を助成

100百万円

植
え
て

育
て
る

●森林整備の推進
①造林事業（造林・保育）
・新植や下刈り、除伐等の育林に対し助成 592百万円

②苗木安定供給推進事業
・県立緑化センター採種園母樹の植え替えを実施

5百万円

③森林の循環整備推進事業（新植支援）
・国補・造林事業（新植）の補助残に県が上乗せ助成

53百万円

④新農林水産振興がんばる地域応援総合事業
・苗木生産施設整備、低コスト再造林推進を支援

　（再掲）
40百万円

総
合
対
策
等

●林業・木材産業の基盤づくり
間伐材利用促進、作業道整備、高性能林業機械の導入、木材加工流通施設等整備、木造公共施
設整備等を支援
①林業・木材産業成長基盤づくり事業 1,974百万円
②森林整備加速化・林業再生事業 500百万円

●森林整備地域活動支援交付金 82百万円

計画的な森林整備を推進するために、森林経営計画の作成、境界明確化等を支援

●水と緑の森づくり事業 213百万円

荒廃森林の再生、県民参加の森づくりを支援

担
い
手

対
　
策

●担い手対策

①林業担い手育成確保対策事業
・新規就業者の技術研修支援、緑の青年就業準備給付金など

53百万円

特
用
林

産
　
物

●特用林産物

①きのこの里づくり事業
・栽培ハウス、菌床製造施設等の新設・改修等

45百万円

表紙写真（左上）北垣正宏さんの苗圃（大田市三瓶町）　（右上）島根県緑化センター（松江市宍道町）　（左下・右下）コンテナ苗 NO.40 /2016.4 3
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平成24年 4月に「木材製品県外
出荷しまね事業体連合」が設

立され、大都市圏のマーケットを
ターゲットに数々の展示・商談会
に出展してきました。
新たな取引先の確保のほか、新
商品開発、建築分野以外への進出
など様々な出会いやきっかけがあ
りました。
その成果として、島根県産木材
製品は認知度や信用力が徐々に高
まり、県外出荷量は毎年増加傾向
にあります。
継続的な取組に
より、今後の取
引拡大を期待し
ています。

平成27年度　展示・商談会出展状況

展示会名 開催地 期間 出展者数

KENTEN2015 大阪府 H27. 6 .10～12 6

LIVING & DESIGIN 2015 大阪府 H27.10.14～16 9

ジャパンホームショー2015 東京都 H27.11.18～20 9

神々の国しまねの木展示・商談会2016（県主催） 大阪府 H28. 2 . 4 16

島根県林業課　木材振興室

「神々の国しまねの木」
県外展示・商談会へ出展！

KENTEN2015 LIVING & DESIGIN 2015 ジャパンホームショー2015

出展の様子

セミナー開催

神々の国しまねの木展示・商談会2016

出展者プレゼンテーション

NO.40 /2016.44



対象施設 対象者 要　件

住宅（自ら居住する
ものに限る）

子育て世帯の
施主

満18歳未満若しくは満18歳となった最初の 3 月31日を
迎える子供さんがいる世帯、又は妊娠中の方がいる世帯

子育て支援施設 子育て支援施設
を建設する団体

営利を目的としない社会福祉法人、NPO法人、自治会等
の団体（地方公共団体は除く）

【問合せ先】

（一社）島根県木材協会　☎0852－21－3852
　　　　　 〒690－0886 松江市母衣町55（林業会館3F）  詳しくはホームページへ

検索島根県木材協会

県産木材を使った木の家を支援！
今年度も県産木材住宅支援を実施します!

  平成28年度スタート  

木の家ですくすく子育て応援事業

【応募条件】

平成29年 3 月31日までに
屋根工事の完了確認検査の

実施が可能な住宅

子育て
世帯向け

新築・購入
の場合

増改築
の場合

修繕・
模様替え
の場合

県産木材使用で
上限30万円

県産木材使用で
上限15万円

県産木材使用で

最大37万円助成
●県産木材（構造材）使用…20,000円／㎥
●石州瓦使用…480円／㎡

最大20万円助成
●県産木材（構造材）使用…20,000円／㎥
●石州瓦使用…480円／㎡

定額10万円助成
● 県産木材を20万円以上使用した工事費50万円

以上の修繕・模様替え工事

石州瓦使用で
上限7万円上乗せ

① 三世代同居・近居又は
　U・Iターンに該当する方

②中山間地域等に該当する方

※修繕・模様替えの場合はいずれか一方を加算

＋定額10万円加算

石州瓦使用で
上限5万円上乗せ

＋

＋

次の条件を
満たせば加算さらに

＋定額10万円加算

最大
57万円

を助成

NO.40 /2016.4 5



vol.
出雲国風土記には、現在の宍道湖（当時の入

いり

海
うみ

）を囲む四つのか
んなび山が紹介されています。大船山は、この風土記に登場する楯

たて

縫
ぬい

郡
ぐん

（現出雲市）の神
かん

名
な

樋
び

山
やま

で、同じ出雲市の仏経山（vol.11）、松江
市の茶臼山（vol.13）、朝日山（vol.16）を合わせた四つの山が「かん
なび山」（神名樋山、神名火山）と呼ばれています。
「かんなび」とは、「神の隠れこもれる」という意味で、当時の人々

の信仰の対象として崇められた場所を指すものと考えられています。
風土記の大船山の記述には、「みねの西に石神あり。高さ一丈（約

3 m）、周り一丈。こみちのほとりに小石神百余ばかりあり。・・・い
わゆる石神は、すなわちこれ多

た

伎
き

都
つ

比
ひ

古
この

命
みこと

の御魂なり。ひでりにあい
て雨を乞う時は、必ず降らしめたまう。」と記されており、現在、実
際に「烏帽子岩」と呼ばれる巨石が山頂近くにあり、祭祀用の土器も
出土していることから、古代の信仰がしのばれています。

また、ふもとには多久神社（風土記の多久社）があり、その主祭神は「多伎都比古
命」で、今日に大船山との深い関わりを伝えています。

大船山は、尾根が南北に伸びており、南側から見るとお椀を伏せたような形をして
います。登山口は、宍道湖北部広域農道沿いの「神名樋山 大船山」の標識から大船
山南東側の脇道を少し進んだところで、「大船山登山口」の標識があります。山頂に向
かう登山道は初め竹林で、途中にわずかな眺望があるものの急坂が続きます。尾根に
出ると平坦になり、眺望の無い標識と三角点だけの山頂に至ります。更に山頂の北側
を廻って西に進むと約15分ほどで、風土記の石神と推定されている烏帽子岩に至りま
す。【所要時間：山頂まで約50分、山頂から烏帽子岩まで約15分、登山適期：通年】

大船山は、古代の信仰が風土記にも伝えられる歴史ある霊山です。 〔内藤暢文〕

原木を使用したきのこ栽培には一般的に広葉樹を用い
ますが、ナメコは、ヒノキでも栽培できるということで、
ご存じの方も多いと思います。
搬出して販売できるものはさすがにもったいないので、
切り捨て間伐材を用いて、そのまま林内で栽培してみては
いかがですか。
以下、あくまで「趣味」として筆者が実践したやり方を
紹介します。
①�ナメコの植菌時期（一般的に12月～ 3月）に併せて間
伐を行い、1 m程度の適当な長さに玉伐る。

②�玉伐ったら間を開けず植
菌用電気ドリルや手打ち
穿孔機で穴を開け、原木直
径（㎝）の 2倍～ 3倍程度
の数量の種駒（10㎝なら20
～30個）を等間隔に打ち込
む。
③�間伐林内に接地伏せし、間
伐したヒノキの枝葉で覆う。
④�一夏越して、発生時期前に

枝葉を取り除く（二夏
越してからが本格発生です）。
⑤�発生する時期（ 9月～12月）には早めに見回っ
て、食べたい状態で収穫する。
以上、こんなやり方でも結構収穫できました（写
真）。みなさんも工夫しながら、自分で育てた美味
しいナメコを味わいませんか。
一斉に発生し、何回か発生を繰り返しますので、
とにかく見回りが大切です。見に行ったときに傷
んでいたら大変ショックです。

シリーズ⑨ ■ヒノキの間伐材でナメコ栽培
島根県林業課  林業普及スタッフ

大
おお

  船
ふな

  山
やま

出雲市／標高：327.2ｍ

石神と推定されている烏帽子岩

出雲市多久町から望む大船山

33

汁や和え物など一般的なナメコサイズ。 鍋や煮物用に開いたナメコが食べられ
るのも栽培者の特権です。

NO.40 /2016.46



1．現状
県内の森林資源が利用期を迎え、島根県では平成24年度から「循環型林業に向けた原木生産
促進事業」など、主伐を促進する施策を行っています。主伐が進んだことにより、伐採跡地の再
植林に必要な苗木の需要が増加している一方で、現在島根県では苗木生産量が不足している状況
です。
近年の再植林の増加に対応するため、種子を採取するための母樹林の造成や優良苗木を生産す
るための施設整備など増産体制を強化しています。

2．生産者に対する支援
県では、次の事業により生産者の苗木生産施設整備に必要な経費の一部を支援しています。

○支援策
区分 事　業　名 事業内容 補助率

国補

苗 木 安 定 供 給 推 進 事 業 採種園等の造成・改良等 1／2

次世代林業基盤づくり交付金事業 コンテナ苗生産施設整備等 1／2

県単
新 農 林 水 産 振 興 が ん ば る
地 域 応 援 総 合 事 業

国補で補助できない経費を支援
・苗木生産施設整備
・低コスト再造林推進に要する経費等

1／3
1／2

3．優良種苗の確保
緑化センター内に、成長に優れた品種や花粉症対策品種の採種園造成を進め、優良種苗の増産
を目指します。

優良苗木の増産対策
島根県森林整備課　森林育成・間伐グループ

写真1　コンテナ苗（スギ） 写真2　床替え機による植付け 写真3　ヒノキ採種園（浜田市）

4
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5

vol.8シリーズ

北垣正宏さん

■島根県三瓶町の苗木生産の「プロフェッショナル」にインタビュー■

平成25年度山林種苗等生産事業功労者林野庁長官賞

島根県林業種苗協同組合理事長

島根県林業普及指導協力員

○ 苗木づくりの魅力とは?
昭和55年から苗木づくりを始めて今年で37年になります。若
い頃は作るだけで精一杯でしたが、年を追うごとにその奥深さ
を感じるようになりました。

苗木は、毎年同じように作ったつもりでも同じものはできません。気象や土壌など環境条件のち
ょっとした違いによっても生育に差が出てきます。苗木の顔を見ながらその時々の対応を考えるの
ですが、私は難しいことをするのが割と好きですし、手の掛け方ひとつでいろんな顔に変わってい
くので、そのあたりが魅力でしょうか。

○苗木づくりで心掛けておられる点、苦労されている点は?
できるだけ苗畑をこまめに見に行くよう心掛けています。苗木の生育状況とか病虫害の発生の兆
候などを注意深く観察しながら、早めの対策をとることが良い結果につながると思います。
炎天下での除草作業も大変ですが、今は春や秋の繁忙期の労働者不足が一番の悩みの種です。そ
の時期には大田市内や遠くは三次市から 8名の方に来てもらっていますが、近年は人手が思うよう
に確保しにくくなってきました。

○近年、苗木の需要が高まりつつありますが、どのように感じておられますか?
需要が増えるのは生産者にとって大変喜ばしいことですが、急な増産には応えられませんので、
できるだけ 2～ 3年先を見越した需要量を示していただきたいですね。新規生産者や後継者の掘り
起しも必要になってくるでしょう。

○今後の目標を教えてください。
第一は、挿し付けた苗を出荷できる苗として多く生産することです。現在、挿し付けた苗のうち
90％程度を出荷していますが、限りなく100％に
近づけるようにしていきたいと思います。
第二は生産体制の強化です。もう少し増産した
いのですが、妻と息子と自分の三人では限界があ
りますので、 1名程度の通年雇用を考えていま
す。
息子が苗木づくりを始めて 2年くらい経ちま
したが、今後も少しずつ経験を積んで10年で一人
前になってくれたらと期待しています。

【インタビューを終えて】
　北垣さんからはこのほか、土づくり、病害虫対策、北垣家の苗木生産の歴史、コンテナ苗に対する
持論など盛り沢山のお話があり、大変興味深く聞かせていただきました。

※表紙左上の写真は北垣さんの苗圃です。

　溝口知事は本年2月18日の定例県議会において、平成32年開催の招致に向け準備を進め
ていく考えを表明されました。これに関しては、昨年12月に島根県林業関係団体から、本年
1月には島根県議会自由民主党議員連盟から全国植樹祭の島根県開催誘致について溝口知事
に要望されていました。
　全国植樹祭は、国民の森林に対する愛情を培うことを目的に毎年各県で開催されている国
土緑化運動の中核をなす行事です。島根県では昭和46年に大田市で第22回全国植樹祭が開
催され、これを契機に県内の緑化運動が発展しています。

全国植樹祭の
開催誘致に
ついて
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コンテナ苗の活用に向けた
研究

島根県中山間地域研究センター
　農林技術部　森林保護育成科

■コンテナ苗の特徴と植栽効率

■植栽後の活着状況

■今後の取り組み

コンテナ苗（写真1左）はマルチキャビティコ
ンテナで育苗した根鉢付きの苗木です（しまねの
森No.33参照）。当センターではコンテナ苗の育苗
技術を開発し、現地での植栽試験に取り組みまし
た。コンテナ苗は根鉢が円筒形になっているため、
専用の植栽器具（写真1右）を使えば効率的に植
栽できると言われています。植栽方法は、専用器
具で地面に穴を開けて根鉢を入れ、地際を軽く踏
み固めるだけなのでとても簡単です。一方、従来
の普通苗は植穴を掘ったのち根を広げる必要があ
るため、植栽に時間がかかってしまいます。図1
は県内でコンテナ苗と普通苗を植栽した場合の平
均植栽時間です。植栽作業を比較すると、コンテ
ナ苗は1本あたり25秒程度で植栽でき、普通苗の6割程度で効率的に植栽できることがわかりました。

コンテナ苗は根鉢付きであるため乾燥に強く、活着が良いと言われています。図2は時期別に植栽したコンテナ
苗の活着状況です。通常、普通苗の植栽時期は春か秋ですが、コンテナ苗は夏に植栽したものも含め、どの時期も
90％以上活着しました。このことから、コンテナ苗は植栽時期を選ばず高い活着率が期待できます。

県内では当センターの技術支援により、森林組合などの林業事業体や集落営農組織によって本格的なコンテナ苗
の生産が始まっています。今後、生産コストや植栽コストの更なる低減に向けた研究を行う予定です。そして、コ
ンテナ苗を活用して再造林コストの削減を図り、循環型林業の確立に向け取り組んでいきます。
� （研究員　岩田　若奈）

みーも博士

写真 1　コンテナ苗（左）とコンテナ苗植栽専用器具（右）

図 1　コンテナ苗と裸苗の平均植栽時間
（＊：普通苗に対して有意水準0.01で有意差を認めた。エラーバーは標準誤差を示す。）

図 2　時期別に植栽した苗木の活着状況
（2015年10月時点）

この研究は農研機構生物系特定産業技術研究支援センターの事業により実施しました。
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4月～7月のイベント情報
◆4月23日㈯

早春の県民の森～琴引山縦走
8：30�琴引フォレストパークスキー場集合

◆5月7日㈯
新緑のブナ林とイワカガミ満開！～県民の森指谷山縦走～
8：30�県民の森木工室集合

◆5月15日㈰
大万木山サンカヨウ観察と草峠縦走
8：30�道の駅とんばら集合

◆5月22日㈰
春の自然の恵みでおいしい憩いの１日を過ごす
～竹筒ごはん、バームクーヘン、野草茶など～
10：00�県民の森木工室集合

◆5月28日㈯
眺望爽快！若葉の等検境縦走
8：30�雲南市吉田総合センター集合

◆7月24日㈰
木の温もりあふれる「こどもイス」を作ろう！
10：00�県民の森木工室集合

〈申込先〉森のホテル もりのす
TEL 0854－76－3119
※各定員20名・事前申し込みが必要です。

県民の森ではトレッキング、木工教室等各種イベントを
開催しています。自然や森とのふれあいの楽しさ、木の
温もりを感じてください。

島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

〈問合わせ〉
ふるさと森林公園（森の誕生日実行委員会事務局）

TEL 0852-66-2500

 ［主催］森の誕生日実行委員会

�島根県、（一財）宍道湖西岸森と自然財団NPO法人もりふれ倶楽部、
（公社）島根県緑化推進委員会

［参加費］無料

［開催日・場所］
平成28年4月29日（金・祝）9：30〜15：00
ふるさと森林公園（松江市宍道町佐々布）

［ 内容］
＊緑の苗木配布
＊ステージ（県警音楽隊コンサート他）
＊箸作り体験
＊移動動物園
＊フリーマーケット
＊飲食ブース　などなど

［ 駐車場］
JA島根県中央家畜市場からシャトルバスにて
会場までご案内します。

森の誕生日2016

（� ）

再生可能エネルギーの
バイオマス燃料 ( 薪 ) を
薪ストーブで
利用することは、
カーボンニュートラル！

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修
3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助
5．雇用改善のための啓発活動

松江市黒田町 432 番地 1(島根県土地改良会館 3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@nifty.com

公益

NO.40 /2016.410



2016「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙
住　　所 〒

電話番号 （　　　　）

氏　　名
フリガナ

フリガナ

（　　　）才

職業・学校名

撮影場所

撮影年月 平成　　　　年　　　　月　　　　日

作品タイトル

市・町・村（大字）

（地内・山）

島根県の恵み豊かな自然、緑豊かな森林を撮ろう！！

2016『しまねの森
も

林
り

』フォトコンテスト
■テーマ  「しまねの森林と木材」
島根県内の美しい森林風景や木材の利
活用など、島根県の森林や木材の魅力
を発信する写真を募集します。

【しまねの森林部門】美しい山や天然林・
人工林、森林を育てる活動風景、森林と
人とのふれあい、里山の風景、きのこや
山菜等の山の幸などを題材にしたもの。

【木のある暮らし部門】木材を利用した
建築物の内装や外観、木のおもちゃで
遊ぶ子どもなど「木のある暮らし」を
題材にしたもの。
■応募方法
必要事項を記入した応募用紙を作品の裏
側にセロテープでとめてご応募下さい。

■応募締切
平成28年7月31日㈰当日消印有効
■応募・お問い合わせ先

「しまねの森林」発行委員会事務局
〒690-8501 島根県松江市殿町１番地
島根県庁林業課林政企画グループ
TEL 0852-22-5163
■表彰
最優秀賞�1点（賞状・賞金3万円）
優秀賞� 2点（賞状・賞金1万円）
入　選� 3点（賞状・図書カード5千円）
佳　作� 5点（賞状・図書カード3千円）
※�同一応募者の方の重複しての受賞はありま
せん。また、部門による区分は設けません。

主催／「しまねの森林」発行委員会

2016しまねの森林フォトコンテスト 検索
☆ 詳しくは島根県農林水産部林業課ＨＰをご覧下さい。
　こちらの募集要項も印刷できます。

豊かな森を活かし地域に貢献する

島根県素材流通協同組合
〒699-2837 江津市松川町上河戸390-22　TEL：0855-55-0840　　FAX：0855-55-0841

E-mail:shimanesoryuukyou@aioros.ocn.ne.jp

一　　般
財団法人

山陰の森林に関する活動をしているNPO法人や
ボランティア団体がネットワークを構築し、
森林保全の輪を広げる活動を展開しています。

も り

も り

松 原 正 記

〒690－0886　松江市母衣町55番地
電話（0852）24－1092
FAX（0852）61－4350

e-mail : suizoukyo.shimane@bird.ocn.ne.jp

島根県水源林造林協議会
緑をはぐくみ　水をつくる 地域とともに豊かな森林を創る

岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222－0675

現在、247団体・33個人の
ご参加をいただいております。
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NO40平成28年4月
通巻280号

広域 安全で美味しい島根の
県産品認証書交付式

●日時：平成27年12月25日㈮
●場所：島根県庁

松江「松江・森の学校」
～施主が選木した木を

伐倒・造材・搬出しました～

●日時：平成27年11月7日㈯
●場所：松江市東出雲町上意東
●主催：木材協会松江支部

雲南
子供版きこりプロジェクト！

「横田中学校
間伐・搬出体験」

●日時：平成27年11月19日㈭
●場所：仁多郡奥出雲町

出雲 浜田 木材乾燥施設を導入

●日時：平成27年12月16日㈬
●場所：浜田市弥栄町 
　　　　(公財)島根県西部山村振興財団

県央
～警察と農林振興センターとの

連携を深めるために～
第１回 川本警察署
鳥獣対策研修会

●日時：平成28年1月29日㈮
●場所：邑智郡川本町　川本警察署

益田「流域材利用に関する
ワークショップ」

●日時：平成27年12月15日㈫
　　　　平成28年1月7日㈭、1月29日㈮
●場所：益田合同庁舎会議室

隠岐 積極的森林経営の
担い手育成研修
～林業の採算性向上を目指して～

●日時：平成28年1月30日㈯～31日㈰
●場所：  隠岐の島町ふれあいセンター

農林大
平成27年度卒業証書授与式
卒業生の今後の
活躍に期待！

●日時：平成28年3月11日㈮
●場所：大田市波根町　島根県立農林大学校

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/toubu_norin/ringyo/blog_cms/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農林大学校林業科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/

佐田中学校体験活動

間伐材ベンチを
市内施設に贈呈
～生徒が間伐・組立をしました～

●日時：  平成28年2月5日㈮
●場所： 出雲市立佐田中学校（出雲市佐田町）

林業普及
リポート

農林大
　　だより

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　国立研究開発法人森林総合研究所森林整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成28年3月22日
ホームページアドレス：林　業　課　http://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/
　　　　　　　　　　　森林整備課　http://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

澤田芳晴氏（安来市広瀬町）
品目：生しいたけ（菌床）




